
 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリタスジャパンでは、感染者の増加と、政府による在宅勤務の要請等を受けて、在宅勤務ならびにロ

ーテーション勤務（交替勤務）を導入しております。それに伴い、郵送物等に遅れがでる場合がござい

ます。何卒ご了承いただきますようお願い申し上げます。 

 

新型コロナ対策支援第 1回報告会 

8 月 25 日（18：30－19：30 オンライン）にて援

助申請団体からの活動報告会を実施しました。今回

は、府中緊急派遣村より、リーマンショック時の派

遣村との違い、三密を避けての活動内容などをお話

しいただきました。参加者は約 30 名でした。 

 

援助金交付先（2020 年 8 月 1 日〜31 日） 

■国際カリタス緊急要請 

.レバノン ベイルート爆発による被災者の救済 

カリタスレバノン               ￥2,122,800 

政治腐敗により、ハイパーインフレや 15％以上の失

業率が問題視されている中で起きた首都ベイルート

での爆発により、30 万人が家を失い、爆心地付近の

食糧倉庫の壊滅的な被害は、深刻な食糧難をも引き

起こしています。カリタスレバノンは爆発直後から

医療スタッフや炊き出しスタッフを現地に派遣し、

命をつなぐための緊急支援を必死に続けています。 

 

 

 

 

ルワンダ マハマキャンプにおけるブルンジ難民の経済支援 

カリタスルワンダ          ￥627,750 

隣国ブルンジの情勢不安により、2015 年より多くの

難民が流入し、支援対象地のマハマ難民キャンプに

は 6 万人のブルンジ難民が滞在しています。一方、

彼らの滞在が長期化するにつれ、地域への統合の動

きが求められています。それには難民の経済的自立

が必要不可欠になっており、当事業では、資金運用

のための研修やホストコミュニティとの橋渡しなど

を通じて、難民の自立と地域住民との摩擦軽減を目

指しています。 

 

ベネズエラ 人道危機による被災者の食料へのアクセス支援 

カリタスベネズエラ        ￥1,054,100 

ベネズエラは世界でも有数の石油の埋蔵国であるた

め、大国からの内政干渉も絶えず、政治不安が長引

いています。長引く人道危機は絶望的な状況を作り

出しており、カリタスベネゼエラは特に貧しい家庭

を対象に、いのちに関わる食糧と医療の確保を促進

しています。 

 

■海外援助 

ネパール 安全な移住労働と地域再統合の促進事業 

カリタスネパール         ￥4,886,120 

年間 500 万人ともいわれる出稼ぎ労働者がコロナ禍

で失職し、自国に 50 万人に上る人が戻ってきました。

しかし、そうした人々はより危険を伴う出稼ぎ先に

向かうようになり、命を失ったり、大けがをしたり

するケースが後を絶ちません。カリタスネパールで

はこうした出稼ぎ労働者を対象に、帰国前後の研修

を実施、より安全性の高い出稼ぎを支援するととも
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に、祖国でも働けるように農業支援や起業支援など

を行っています。 

 

■国内援助 

ペットとともに入居できる個室シェルター事業 

つくろい東京ファンド（東京）    ￥660,000                       

ペットとともに長年暮らしていた人が、新型コロナ

の影響で住まいを失うといった現象が散見されるよ

うになりました。当該団体が現在保有するシェルタ

ーはペットを受け入れることができないため、新た

にペットと一緒に入居できるアパート 2 室を確保し

ます。 

 

生活困窮家庭対策としての食料品提供事業 

フードバンク TAMA（東京）     ￥1,800,000 

新型コロナの影響で生活困窮世帯からの食糧提供の

ニーズは高まっています（前年の約 2 倍）。食品は生

産者や食品メーカーなどからの寄贈を受けています

が、梱包費用や運送費用の増大が団体の収支を圧迫

してきているため、これらの経費を支援します。 

 

新型コロナウィルス感染症緊急支援  

名古屋カトリック難民移住移動者委員会 愛の実行運

動事務局本部（名古屋）            ￥1,287,480 

新型コロナの影響で多くの外国籍の人が、仕事や住

む所を失っています。名古屋教区として、女子修道

院の建物を借用し、外国籍の女性用のシェルターを

開設します。そのための内装、備品などを支援しま

す。これまであったシェルターは男性用として継続

使用します。 

 

コロナ禍をのりこえる、働く女性の全国ホットライン 

はたらく女性の全国センター（東京）      ￥840,000 

コロナ禍によって多くのシングルマザーや非正規雇

用の女性たちが厳しい貧困生活を強いられています。

当該団体では、ホットラインを設置することにより、

女性の生活の向上に必要情報を本人たちに提供する

とともに、ストレス低減を行う活動をおこなってい

ます。年間 400 人を目標としています。 

 

あしたのいえプロジェクト（シェルタープロジェクト） 

聖イグナチオ教会あしたのいえプロジェクト（東京）   ￥650,970 

本プロジェクトでは、提携先 NPO から依頼を受け

る形で、生活困窮者への一時滞在（14 日程度）、あ

るいは長期滞在（半年以内）先として、部屋の無償

提供を行っています。支援対象者の中には路上生活

者、DV 被害者なども含まれていますが、コロナ禍

において貧困家庭が増え、こうしたニーズが急激に

高まってきています。 

 

依存症者の緊急避難場所の確保と相談支援の提供及

び、回復支援の居場所及び住居確保 

神戸ダルクヴィレッジ（大阪）         ￥1,650,000 

感染予防の名目で、政府や自治体は人々に自粛を強

いていますが、依存症患者にとっての自粛生活は、

支援者との関係を断ち、ストレスを個人に強いるこ

とから、症状の再発を招く非常に危険な生活です。

自治体の活動も自粛ムードで滞る中、相談者が激増

し、当該施設では急遽患者の入居施設の拡充が必要

不可欠となっています。共同生活を送ることで患者

の孤立化を防ぎ、症状の再発も防ぐことが可能とな

ります。 
 
 国際カリタス緊急支援要請、海外援助については、

国名／プログラム名／援助団体名／援助額を表示し

ています。 

 国内援助については、プログラム名（教区名＊）／

援助団体名／援助額を表示しています。＊カトリッ

クの如何を問わず、その援助団体所在地の教区名を

示しています。 

 

2020 年 8 月 1 日〜31 日の献金額（円） 

運営寄付 

四旬節献金 

国内援助 

海外援助 

東日本大震災 

台風 19号災害 

スーダン支援 

新型コロナ緊急募金 

マンスリーサポーター 

25,413 

9,474,468 

1,293,073 

6,582,661 

67,127 

10,000 

24,366 

7,160,124 

560,500 

 合 計 25,197,732 

 

 マンスリーサポーターの申込みについて 

カリタスジャパンウェブサイトより直接申し込

むことが可能となりました。 

 クレジットカード募金はこちらから 

https://www.caritas.jp/2020/04/20/2920/ 


